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■ 総括質疑総括質疑総括質疑総括質疑の日の日の日の日程程程程    

 

平 成２４年９月１８日（火） 本 会 議 場 
 

 

 

 

 

■ 総括質疑総括質疑総括質疑総括質疑の順の順の順の順序序序序    

 

順番 委員番号 委     員    名 頁 

１１１１    ２ 番 佐佐佐佐    藤藤藤藤    誠誠誠誠    洋洋洋洋    委 員 １ 

２２２２    １ 番 木木木木    村村村村    清清清清    貴貴貴貴    委 員 ２ 

３３３３    １８ 番 齋齋齋齋    藤藤藤藤    光光光光    司司司司    委 員 ３ 

４４４４    ５ 番 青青青青    山山山山        豊豊豊豊    委 員 ４ 

５５５５    １１ 番 土土土土    田田田田    祐祐祐祐    輝輝輝輝    委 員 ５ 
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１．【２番 佐 藤 誠 洋 委員】 

 

１．元職員の市税横領事件について 

１） 平成 23 年度決算において、収入未済額の中の弁償金には、市税、国保税合わせて

800万 5,854円がある。これは平成 22年度決算時と同額であり、１円も弁済されてい

ない。不納欠損にできない事案であり、道義的に市長の任期中に解決しなければなら

ない事案である。どうするのか。実効性ある具体策を伺う。 
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２．【 １番 木 村 清 貴 委員】 

 

１．災害対応について 

１） 被災自治体への職員派遣のあり方、避難して来られた方々への支援のあり方、さら

には出身者が帰ってきて就職を希望した際の支援策等どう検証したか。 

 

 

 

 

 

２） 市民生活の安全・安心確保を大前提として 

① 停電・断水・除雪・暖房用の燃料確保の対策はできているか。 

 

 

 

 

② 職員の非常時出動体制と平時の宿日直体制は整備されているか。 

 

 

 

 

 

③ 市民への情報提供は防災無線とＦＭラジオで充分伝わったと考えているか。 

 

 

 

 

 

④ 震災時のガソリン不足について、パニック買いへの対策と公用車（特に緊急車・

除雪車）分の確保に問題はないか。 
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３．【１８番 齋 藤 光 司 委員】 

 

１．ふるさと雇用再生臨時対策基金事業、緊急雇用創出臨時対策基金事

業について 

１） 主目的の雇用の創出につながったと非常によろこんでいるが、一方この事業でおこ

なわれてきた緊急雇用 55事業、ふるさと事業の詳細な中身と成果の報告、分析がない

ために、約 3 億円を使った事業成果と継続性が見えない。 

   また、委託をした事業が多いために余計解りづらい。次に向けた事業の改善あるい

は必要性、継続性の検証をするためにも、担当課自身の担当事業への年度ごとの総括

も含めた実践と必要性のしっかりとした報告がなされるべきだと思うが、考えを伺う。 

 

 

 

 

 

２)  平成 23年度においては、県支出金として入った 2億 9,845 万 9,000 円、市財 0とい

う財源によって、ふるさと基金事業において 6 事業、緊急対策基金事業 55事業がおこ

なわれてきた。そして、その中で雇用実践として 217 人を使ってきた。しかし、今年

度で 4 年目になるこの事業が、想定していた 4 年間でこの地域での雇用・経済状況の

改善が見られず、来年度、今年度以上のきびしさが見込まれる。しかし国の事業とし

ての区切りは今年度で終わり、県もそのために独自財源を捻出して県としての緊急雇

用対策にあてるとのことである。 

      それを踏まえて、 

      ① これらの事業の必要性についての考え、又、来年度以後、当市としての事業の

有無はどうなるのか。 

 

 

 

②  県では職員給与まで踏み込んだ雇用対策のための財源捻出をしようとしてい

るが、当市の考えは。 

 

 

 

③  200 人という雇用の数がなくなった時に、当市の有効求人倍率に与える影響は。 

又、その時の雇用環境をどう想像するか伺う。 
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４．【 ５番 青 山  豊 委員】 

 

１．アウトソーシングの取り組みについて 

１） 平成 23年度の水道事業の中で、水道料金の業務委託が実施された。その効果につい

て、市長の見解を問う。 

 

 

 

 

 

   ２） 今後の市事業におけるアウトソーシングの方向性は。 
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５．【１１番 土 田 祐 輝 委員】 

 

１．平成 23 年度決算について税の収納対策を問う 

１） 不納欠損額が昨年比で倍増した理由、また、今後の不納欠損額の見通しは。 

 

 

 

 

 

   ２） 県地方税滞納機構と連携して滞納整理に取り組んでいるようだが、その滞納機構自

体のシステムとその成果は。 

 

 

 

 

 

   ３） 収納率向上のためには納付しやすい環境づくりも必要。 

      例えば、上下水道部の「お客様センター」のように、土日の窓口対応やコンビニな

どの活用で大きな成果を挙げている例もある。 

      こうした新たな取り組みについて、実践事例も含めて、今後の対応をお知らせ頂き

たい。 

 

 

 

 

 

   ４） 市税収納率、現年度分で 97．4％、この数字が常態化している中で、これ以上の過

酷な取り立ては厳しい数字にも見える。ただ、当局に望むことは経済力や財産があり

ながら、納税や利用料の催告に応じない悪質者に対しては断固たる姿勢を示すべきと

考えるが見解を伺う。 

 

 


